
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 3. 放射性物質対策事業（学校給食分）

6. 保健体育費

3. 学校給食費 指導課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 795 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

795 795

724 724

　食品放射能測定機器により、学校給食用食材の放射能 　学校給食には、安全と安心が最も求められるものであ 　実際に学校給食に使用する食材を放射能測定機器で測

測定を行う。 るため、実際に給食に使用される食材の放射能検査を実施することによ 定し、安全性を確認することにより、学校給食への安心感を持つことが

・測定機器　２台 り、給食の安全、安心に資することを目的とする。 でき、食材への不安を軽減することができる。

・測定機器１台あたり１日１校２品目（１日４品目）

　佐倉市の学校給食は、各学校独自献立のため、 　測定に係る消耗品について、教育委員会では２

１校あたりでは、月１回程度に２品目の測定頻度となるので、学校単位 か所の測定場所のうち１か所分について計上している。（もう１か所分

として見た場合に使用する食材品目に対し検査品目の絶対数は少ない。 は、子育て支援課で計上予定）

また、放射能検査に関して、検査の方法その他、他自治体や社会情勢の

動きが流動的なので、常に検討していく必要がある。

11 724 0 724

差引一般財源 795 724 0 724


